
感 想 カ ー ド（概要） 

平成 17 年 7 月 9日（第 2回分科会会議） 

分科会について 

●テーマがやはり広すぎると思う。グループの意見を全体のものとしてまとめる場合、集

約がかなり困難なのでは？と思わずにはいられません。他の委員が話されたように、単元

毎にしてみてはどうでしょうか？ 

●年齢層、職業の異なるメンバーでの話し合いは様々な意見が聴かれ、有意義だった。た

だ、問題、テーマが多く、どのように具体的な問題を絞り込むのか、そこからが本当のス

タートだと思う。 

●どのレベルで話せば良いのか難しかった。各論なのか総論なのか。議論が「我田引水」

に偏りすぎてしまうと、話が進まなくなってしまう。人によって話の次元が違い、長さも

違うので難しい。まあ、これこそ協働の産みの苦労だろう。個人的には、中程度の各論か

ら理念対峙するのが良いかと思います。 

●グループは活気があって面白かった 

●外国人の方がおられるグループに参加し、大変興味深く意見交換ができた。成果を出し

たい。 

●この分科会に参加して、自分の考えが１つの例だなということを確認させて頂きました。

皆、様々な立場で真剣に問題を考えていると思い、感激しました。 

●２時間で今日のテーマを全て議論することは難しいですね。次回以降、大まかな組み立

てが見えると良いのですが。 

●非常に有意義な議論が出来たと思う。精神的な問題もさることながら、コスト。要は行

政コストを下げ、小さい政府を○○ながら、地方中心でサービスの向上を図っていきたい

と思う。 

その他（自由意見など） 

●開催通知の案内図が間違っています。（風呂屋がない） 

●説明者はもっとクリアーに。もう少しゆっくり話してほしい。（特に学識委員に方へ） 

●説明その他（事務局）で１日が長すぎる。大いに工夫を。 

●グループに分かれて自由な意見が活発に出て、とてもよかったと思います。皆さんがこ

の区民会議に真剣に取り組んでいらっしゃることを実感しました。今後が楽しみです。 

●もっと、皆と頻度を多くして検討したいです。 

●やはり結論は、このまちを住みやすくする事ですので、原点に戻り、もう一度考える機

会になりました。 

 



感 想 カ ー ド（概要） 

平成 17 年 7 月 16 日（第 2回分科会フォロー会議） 

分科会について 

●地域の様々な立場から出席された方々の意見を聴くことが出来て、大変、有意義だった。

●70 人の意見を纏めるのは難しいと思いますが、区政に生かして頂きたいと思います。 

●この新宿区では全てのことと、多文化がかかわっている感じが強くしました。 

●参加者の多様性を知り、有益であった。 

●新しいＫＪ法という手法によっての議論は新鮮で、様々な意見をきかれ、充実していた。

人数的にも７～8人が丁度よかった。 

●参加者の方々がすでにいろいろな形で地域等で活躍されているようで、私のような者が

いて良いのかと思いました。次回からは勉強して出席したいと思います。 

●余りに不十分。今後に期待する。「多文化共生」をタイトルから外してもらいたい。新た

なネームを考えあい、議論したい。 

●交流会的な会になり、楽しい会になりました。深く考え、行動力もつけて、区の中の自

分、地域の中の自分を考えていきたいと思います。 

●異なった意見が聴くことができ、新鮮だった。特に田舎育ちなので都会の人の（税制や

区政）が印象に残っている。多文化を意識した会議だった。 

●テーマごとにＫＪ法で話し合ってよかったが、時間が短かすぎた。同じことを考えてい

る人もいたと発見することができた。次回も同じメンバーでないほうが、いろいろ意見が

きけるから良いと思う。 

●５つの視点の考え方や意見が違うことで論議が出来た点はよかった。問題は進め方につ

いて、非常にあわただしいので纏めるには難しかった。発表に関しても、十分に出来なか

ったが、大枠をつかめた事で、スタートラインとしては良かったと思います。 

●学識委員の言われたように、様々な考え方が１つの問題について討議していくことは大

変でも、とても参考になりました。 

●まだ自分自身、どのような意見をどのような方向性で出していけばよいのか自信がない

状態です。その意味では今日にように互いのほんの少しの気持ちでも出し合えるのは、い

い出発点だと思いました。 

その他（自由意見など） 

●次回の話し合うテーマを事前に知りたい。それが分かると資料を読んだり、問題を掘り

下げることが出来るので助かります。 

●ルールを守りましょう。 

●ルール（常識的な行動）を守ってほしい。主張のあるのは分かるが、自己主張が強いの

は会議の進行、雰囲気を壊す。 

●意見の違いがある方が有意義であるので、どんどん意見を交わしていきたい。 

●会の進め方にいろいろ意見が出られて困惑することが有ると思いますが、大半が協調で

きるメンバーですから、戸惑わずに進めてください。（でも事務的にならないように）会の

進め方を話し合っても良いと思います。 

 


